
（1）　れ い め い

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
昨
年
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ

に
続
く
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
２
万
人
弱
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
、
多
く

の
被
災
者
が
家
や
仕
事
を
な
く
し
ま
し
た
。
国

の
借
金
は
1
，
0
0
0
兆
円
に
達
し
、
G
N
P

は
中
国
に
越
さ
れ
第
３
位
と
な
り
、
１
ド
ル
70

円
台
の
円
高
が
続
く
な
ど
社
会
、
経
済
面
で
大

き
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
年
で
し
た
。

　

世
界
的
に
は
〝
ア
ラ
ブ
の
春
〞
と
称
さ
れ
る

ア
ラ
ブ
諸
国
の
政
権
崩
壊
の
連
鎖
、
ギ
リ
シ
ャ

に
端
を
発
し
た
E
U
の
財
政
不
安
、
タ
イ
の

洪
水
や
ト
ル
コ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
震

の
天
変
地
異
な
ど
、
大
き
な
嵐
が
世
界
の
政
治
、

経
済
、
金
融
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
影
響
は
医
療
界
に
も
及
び
、
我
々

の
日
々
の
診
療
に
も
計
り
知
れ
な
い
衝
撃
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
宇
賀
岳
病
院
は
救
急
告
示

医
療
機
関
と
し
て
、
又
、
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
宇
城
保
健
医
療
圏
の
救
急
医
療
及
び
災
害
医

療
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
搬
送
患
者
は
増
加
の
一
途
を
辿
り
、

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
益
性
の
高
い
活
動

に
よ
り
、
昨
年
は
県
内
２
番
目
の
「
社
会
医

療
法
人
」
に
認
定
さ
れ
、「
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
の
v
e
r
.
６
」
を
取
得
す
る
な
ど
、

県
内
で
も
有
数
の
「
質
の
高
い
医
療
」
を
提
供

す
る
医
療
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
念
願
で
あ
っ
た
新
病
院
が
竣
工
し
、

10
月
１
日
に
は
新
病
院
へ
移
転
、
開
院
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
宇
賀
岳
病
院
が
地
域
の
方
々
の

信
頼
を
得
て
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

で
き
る
の
も
、
ひ
と
え
に
職
員
の
方
々
の
昼
夜

を
惜
し
ま
な
い
日
頃
の
活
動
の
賜
物
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
皆
様
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
我
々
は
、
有
史
以
来
の
超

高
齢
社
会
に
対
峙
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
「
医
療
と
福
祉
の
統

合
」
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
治
す
医
療
」
か
ら
「
支
え
る
医
療
」
へ
と
目

的
が
転
換
し
、
ケ
ア
の
境
目
が
な
く
な
り
、
患

者
さ
ん
と
ケ
ア
サ
イ
ク
ル
に
対
応
し
た
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
で
す
。
具
体
的

に
は
、
医
療
福
祉
に
加
え
、
生
活
支
援
を
含
め

た
「
街
づ
く
り
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
直
前
に
控
え
、
現
在
の
「
医

療
」
↓
「
介
護
」・「
福
祉
」
と
い
っ
た
概
念
を
、

も
う
一
度
大
局
的
な
観
点
か
ら
熟
慮
し
、
今
後

さ
ら
に
「
介
護
」・「
福
祉
」
と
の
連
携
を
深
め
、

病
院
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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宇
賀
岳
病
院
は
今
年
で
創
設
28
周
年
を
迎
え
ま

す
。
病
院
は
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
着

実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
こ
れ
ま
で
の
病

院
の
救
急
医
療
に
対
す
る
業
績
が
認
め
ら
れ
、
念

願
で
あ
り
ま
し
た
社
会
医
療
法
人
成
り
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
新
し
い
病
院
機

能
評
価
V
e
r
.
６
の
認
定
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
認
定
要
件
を
ク
リ
ア
ー
し
て
き
た

職
員
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
地

域
の
皆
様
方
の
多
大
な
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
民
間
病
院
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

二
次
救
急
指
定
病
院
、
災
害
拠
点
病
院
、
感
染
症

指
定
病
院
な
ど
の
公
的
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
公
益
性
を
重
視
し
な
が
ら
、

皆
様
に
良
質
な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
、
病
院
は
新
築
移
転
し
ま
す
。
病
院
の
建

物
に
関
し
ま
し
て
は
老
朽
化
が
進
み
、
地
域
の
災

害
拠
点
病
院
、
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を

確
保
す
る
た
め
に
は
全
面
建
て
替
え
の
必
要
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
平
成
21
年
５

月
に
医
療
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た

「
医
療
施
設
耐
震
化
整
備
事
業
」
に
関
す
る
制
度

が
創
設
さ
れ
、
当
院
も
こ
の
制
度
に
則
り
全
面
建

て
替
え
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
現
在
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
場
所
は
国
道
３
号
線
と
２
１
８
号
線

の
交
差
点
付
近
の
松
橋
町
久
具
「
道
の
駅
」
隣
接

地
で
す
。
今
の
病
院
の
所
在
地
が
都
市
計
画
上
の

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
一
種
住
居
地

域
と
な
っ
て
い
る
た
め
高
層
建
築
が
困
難
な
こ
と

か
ら
移
転
用
地
の
確
保
を
進
め
、
災
害
時
に
多
く

の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
や
日
常
の
救
急
患
者
さ

ん
の
受
け
入
れ
が
円
滑
に
で
き
る
な
ど
の
要
件
を

満
た
す
場
所
と
し
て
数
箇
所
の
候
補
地
の
中
か
ら

現
在
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
建
設
も
着
々
と
進
み

本
年
６
月
の
完
成
予
定
で
す
。
最
新
の
耐
震
機
能

を
有
し
、
わ
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
環
境
性
能
を

有
す
る
病
院
に
な
る
予
定
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
地
域
へ
の
環
境
負
荷
の
少
な
い
資
機
材
の
使
用
、

室
内
の
快
適
性
、
景
観
へ
の
配
慮
な
ど
環
境
性
能

を
重
視
し
た
設
計
に
取
り
組
み
、
建
築
環
境
総
合

性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
の
最
高
レ
ベ
ル
S
ク
ラ
ス

の
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
将
来
に
残
す
べ
き
建

物
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
諸
手
続
き
を
経
て

10
月
に
移
転
の
予
定
で
す
。
移
転
後
、
新
病
院
は

宇
城
総
合
病
院
へ
と
名
称
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
病
院
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
良
質
で
安
全
な
医
療
を
実
践
し
、

皆
様
に
快
適
な
療
養
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

そ
し
て
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
皆
様
に
愛
さ
れ

る
病
院
に
な
れ
る
よ
う
全
職
員
と
と
も
に
心
新
た

に
頑
張
り
ま
す
。
本
年
も
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病
院
長

江
上　

寛

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　

病
院
機
能
評
価
受
審
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　

当
院
は
、
平
成
18
年
４
月
に

V
e
r
.
４
の
認
定
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
認
定
期
間
は
５
年
間

で
あ
る
た
め
平
成
23
年
３
月
に

V
e
r
.
６
に
よ
る
更
新
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

認
定
基
準
も
前
回
か
ら
す
る
と
よ

り
厳
格
と
な
り
、
V
e
r
.
４
『
取

り
組
み
と
結
果
』
か
ら
V
e
r
.

６
『
取
り
組
み
の
評
価
・
継
続
的
な

取
り
組
み
』
に
認
定
基
準
の
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
の
取
り
組
み
体
制
は
、
院
長

を
リ
ー
ダ
ー
に
機
能
評
価
対
策
室
を

中
心
に
領
域
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決

め
、
責
任
の
分
担
と
明
確
化
を
図
り

目
標
達
成
、
領
域
間
の
調
整
、
問
題

点
や
進
捗
状
況
の
把
握
を
行
い
受
審

の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
と
し
て
病
院
機
能
評
価

受
審
は
、
大
変
な
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
、
当
院
の
全
て
を
第
三

者
に
公
表
し
、
公
正
に
チ
ェ
ッ
ク
・

評
価
し
て
い
た
だ
く
大
事
な
機
会
と

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
機
能
評
価
取
得
は
『
目
的

で
は
な
く
、
目
的
到
達
へ
の
手
段
で

あ
る
。』
と
い
う
の
が
基
本
的
な
ス

タ
ン
ス
で
す
。
そ
の
前
提
を
踏
ま
え

た
上
で
、
受
審
を
終
え
て
の
感
想
で

す
が
、
ま
ず
、
何
と
い
っ
て
も
、
当

院
の
機
能
・
内
容
が
評
価
に
耐
え
う

る
一
定
以
上
の
水
準
を
満
た
し
て
い

る
と
い
う
確
認
が
で
き
た
事
で
す
。

更
に
、
そ
れ
以
上
に
感
じ
た
事
は
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
改
め
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
職
員
一
人
一
人

の
自
覚
、
協
力
の
重
要
性
で
し
た
。

み
ん
な
の
ベ
ク
ト
ル
が
同
じ
方
向
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
、
そ
し
て
達
成

す
る
過
程
に
お
け
る
み
ん
な
の
頑
張

り
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
の
取
得
ま
で
の
取
り
組
み
と

努
力
は
、
当
然
こ
れ
か
ら
も
日
常
業

務
と
し
て
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
認
定
が
職
員

全
員
の
成
果
と
し
て
、
当
院
が
一
層

活
性
化
さ
れ
、
日
々
の
業
務
向
上
と

患
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
こ

と
を
願
い
、
ま
た
私
達
の
目
標
で

あ
る
『
患
者
様
に
選
ば
れ
る
病
院
』、

『
地
域
に
根
ざ
し
た
第
一
線
の
医
療

の
提
供
』
を
目
指
し
、
更
な
る
医
療

の
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
年
後
の
再
々
受
審
に
向
け
て

日
々
の
積
み
重
ね
を
怠
ら
ず
、
地
域

に
評
価
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
職
員

一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

機
能
評
価
対
策
室

病
院
機
能
評
価V

e
r.6
.0

認
定
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本
院
で
は
地
域
医
療
の
一
環
と
し
て
、
末
期

が
ん
の
患
者
さ
ん
の
診
療
も
積
極
的
に
引
き
受

け
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
が
ん
告
知
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
本
人
は
自
宅
で
の
生
活
を
希
望
し

て
い
る
が
、
家
族
が
自
宅
で
は
心
配
と
の
こ
と

で
入
院
継
続
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
し
ば
し

ば
見
受
け
る
。
疼
痛
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

て
い
な
い
場
合
や
、
全
く
食
事
摂
取
が
で
き
な

い
場
合
は
入
院
の
方
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

苦
痛
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
い
場

合
（
食
事
摂
取
が
あ
る
程
度
で
き
て
い
る
時
は

比
較
的
全
身
状
態
が
良
い
こ
と
が
多
い
）
は
、

残
り
少
な
い
貴
重
な
時
間
を
病
院
内
で
過
ご
す

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
で
き
る

だ
け
自
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、

そ
の
た
め
に
病
院
と
し
て
何
か
お
手
伝
い
で
き

な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
た
。
一
方
病
院
側
と

し
て
は
、
末
期
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
、
長
い
場

合
は
数
ヶ
月
を
超
え
る
入
院
期
間
と
な
っ
て
し

ま
い
、
在
院
日
数
増
加
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
事
情
に
よ
り
、
緩
和
医
療

の
一
環
と
し
て
「
が
ん
患
者
外
来
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
に
至
っ
た
。
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
事
務
職
員

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
を
計
画

的
に
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
本
院
で
の
手
術
後

の
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
他
院
で
手
術
・
化

学
療
法
・
放
射
線
療
法
等
を
施
行
さ
れ
た
が
、

病
状
は
進
行
し
対
症
療
法
（
支
持
療
法
・
緩
和

ケ
ア
）
と
な
っ
た
松
橋
地
域
在
住
の
患
者
さ
ん

が
対
象
と
な
る
。
医
師
と
看
護
師
が
定
期
往
診

と
い
う
形
で
在
宅
緩
和
ケ
ア
を
支
援
す
る
。
急

変
時
や
在
宅
療
養
が
困
難
と
な
っ
た
際
に
は
、

24
時
間
体
制
の
救
急
外
来
対
応
と
し
て
い
る
。

悪
く
な
っ
た
ら
、
何
時
で
も
病
院
に
連
れ
て
行

け
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
患
者
・
家
族
の
安

心
感
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
在
宅

療
養
の
期
間
延
長
を
期
し
て
い
る
。

　

病
院
の
居
心
地
が
良
い
の
か
？
家
庭
の
様
々

な
事
情
も
あ
り
、「
が
ん
患
者
外
来
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
存
在
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
在
宅
療
養
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
そ

う
多
く
は
な
か
っ
た
。
先
日
、
記
念
す
べ
き

一
例
目
が
あ
り
、「
が
ん
患
者
外
来
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
本
格
的
に
稼
働
し
た
。
週
一
回
の
往

診
を
行
な
い
、
亡
く
な
る
当
日
ま
で
自
宅
で
過

ご
さ
れ
た
。
往
診
対
応
と
す
る
こ
と
で
外
来
で

の
長
い
待
ち
時
間
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
主
治

医
と
面
談
で
き
た
。
Q
O
L
の
向
上
に
少
し

は
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
が
ん
患
者
外
来
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
積
極

的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
末
期
が
ん
患
者
さ
ん

の
Q
O
L
向
上
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

が
ん
化
学
療
法
委
員
会

栗
﨑　

貴

　新病院は、現病院の約1.3倍の規模、延べ床面積約14,550㎡、地下１階、地上４階の鉄筋コンクリート
造の建物になります。
　今回、新病院の建設にあたり様々な環境配慮技術を導入する予定です。代表的な対策として、自然エネル
ギーを活用した太陽光発電パネルの設置、自然光導入のためのトップライトの設置、恒常的な照明に LED
電球を使用するなど、消費電力の節減に取り組むこととしています。
　また、建物の窓ガラスには高遮熱 Low-E 複層ガラスを使用し、日射熱効果、紫外線カット効果、断熱効
果が期待できます。冷暖房効果を高め、冷暖房費の節約による経済効果も期待しています。
　さらに、周辺環境への配慮として、敷地内には、高木・低木を随所に植栽し、建物の屋上緑化も施します。
　県では、地球温暖化防止への取り組みの一環として「熊本県建築物環境配慮制度」を導入し、平成22年
10月１日から実施しています。この制度では、建物や敷地が環境に与える影響いわゆる建築性能について
評価し、SランクからA、B＋、B－、Cランクの５段階の格付けを行っています。評価は、省エネや環境負
荷の少ない建材の使用といった環境配慮はもとより、室内の快適性や景観への配慮を含めた建物の品質が総
合的に行われることになっています。新病院は、県内初のSランクの建物を目指しています。
　このように、新病院は、患者の皆様はもとより職員にも快適に過ごせる空間を提供する環境にやさしい病
院になる予定です。

環境にやさしい新病院環境にやさしい新病院

「
が
ん
患
者

　

外
来
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　

の
開
設
に
つ
い
て

法人企画室　室長　中 村 　 寧



れ い め い　（4）

　当院の栄養管理科の給食部門は、九州フードサプライセンター（本社　熊本市）に委託し
ており、私たち病院側職員と協力し栄養管理を行っています。今回、それら委託会社で作る
「社団法人日本メディカル給食協会」の広報誌「笑食快膳」に当院新人管理栄養士の大渕さん
（委託先）の思いを綴った文章が載りました。そのままご紹介したいと思います。

魅力ある職場作り
株式会社 九州フードサプライセンター　宇賀岳病院

大渕 美由希

　私が給食受託会社の栄養士として働き始めて約３
カ月が経ちました。現在は調理作業を主として検品
等の栄養士としての仕事を行っています。入社した
当初は毎日が新しいことばかりで、何をどうしたら
良いのか分からず、学生との違いや社会人として働
くことの大変さを身をもって感じる毎日でした。し
かし、周りの方にたくさんご指導いただき、少しず
つではありますが一つ一つの作業における意味を理
解し働くことができるようになってきています。
　私の勤務する病院では、病院側と委託側の両方か
ら構成される委員会があります。教育委員会や衛生
委員会そして私の所属する接遇委員会があります。
接遇委員会では月目標を決めていますが、４月は
「声をかけやすい職場環境になるように、言葉づか
いや態度に気をつける」というものでした。これは、
病院の基本方針の一つである「魅力ある職場づく
り」につながるものであります。お互いに声をかけ
やすいというのは、仕事をスムーズに行う上でも重
要な事です。食事サービスと栄養管理が一体となっ
て初めて患者様の健康に繋がると思います。そのた
めにも栄養科全体が同じ目標に向かい、一体となる

事が大切です。その一環として、先日栄養科のス
タッフの懇親会「お花見」が行われました。当日は
願いもむなしく雨が降ってしまい桜の花の下での花
見とはいきませんでしたが、せっかくの機会という
ことで室内で行われました。その「花見」には栄養
科だけでなく、病院の院長先生をはじめ、医師、管
理職の方などたくさんの人が参加して下さったこと
に驚き、普段挨拶を交わす程度であったのが、少し
の時間ではありましたがお話が出来て楽しい時間を
過ごせました。また、同僚との繋がりも更に深まっ
たように思います。
　この様に単なる親睦会ではありましたが、病院の
組織の一部に「栄養科」は確実に根付いていること
が分かり、とても感動したと同時に、この栄養科の
中で働いていくことの責任を感じ、身の引き締まる
思いでした。
　最後に栄養科内ではもちろん病院全体が一体と
なって患者様の疾病の回復・健康維持に努めていか
なければなりません。このことを肝に銘じて日々の
業務に取り組んでいきたいと思います。
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２
０
１
１
年
11
月
5
日
と
6
日
の
1
泊
2
日
で
、

宇
賀
岳
病
院
初
の
海
外
研
修
旅
行
の
第
1
班
と
し
て
、

総
勢
23
名
で
韓
国
の
釜
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
宇

賀
岳
病
院
を
出
発
し
バ
ス
で
博
多
港
へ
、
こ
の
日
の

た
め
に
作
っ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
で
出
国
手
続
き
を
行
い
、

ビ
ー
ト
ル
（
高
速
船
）
で
釜
山
へ
と
出
航
。
あ
い
に

く
の
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
船
上
で
船
酔
い
に

も
な
ら
ず
、
無
事
釜
山
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
建
造

物
や
周
囲
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
ハ
ン
グ
ル
語
の
会
話

や
表
示
な
ど
日
本
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
に
、
国
外

に
来
た
と
い
う
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
現
地
ガ
イ
ド
と
バ
ス
に
乗

り
、
観
光
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
？
）
へ
と
出
発
、
真
っ
先

に
免
税
店
な
ど
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ス
ポ
ッ
ト
へ
移
動
し
、
女

性
陣
は
有
意
義
な
時
間
を
満

喫
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私

を
含
む
男
性
２
名
は
時
間
を

も
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
ガ
イ
ド
に
案
内
さ
れ
射

撃
場
で
人
生
初
の
実
弾
射
撃

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

食
に
関
し
て
は
、
昼
食
に

石
焼
ビ
ビ
ン
バ
を
夕
食
に
カ

ル
ビ
焼
肉
と
、
韓
国
料
理
の
定
番
を
味
わ
い
、
食
後

は
自
由
時
間
と
し
て
、
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
ま
れ
る
方
、
垢
す
り
に
行
か
れ
る
方
と
そ
れ
ぞ
れ

が
限
ら
れ
た
時
間
を
楽
し
ま
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
男
性
2
名
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
内
で
マ
ッ
コ

リ
片
手
に
語
り
合
い
過
ご
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
昼
の
出
発
時
間
ま
で

自
由
時
間
と
な
り
、
女
性
陣
は
更
な

る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
へ
向
か
い
ま
し
た

が
、
男
性
陣
は
周
囲
を
散
策
し
、
こ

れ
だ
け
は
食
べ
て
お
こ
う
と
思
っ
て

い
た
サ
ム
ゲ
タ
ン
と
ア
ワ
ビ
粥
を
食

し
、
韓
国
フ
ー
ド
を
満
喫
し
ま
し
た
。

充
実
し
た
26
時
間
ほ
ど
の
滞
在
時
間

は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
り
、
14：

15

発
の
ビ
ー
ト
ル
に
乗
り
、
韓
国
を
後

に
し
ま
し
た
。
博
多
港
で
は
23
名
全

員
無
事
に
税
関
を
通
る
こ
と
も
で
き
、

陸
路
を
経
て
宇
賀
岳
病
院
に
帰
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
今
回
が
初
の
海
外
で
あ
り
、
病
院
の
研

修
旅
行
と
し
て
、
異
国
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
得

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

岩
井　

芳
孝　

釜山研修旅行体験記

題
『
当
た
る
！　

あ
た
る
！　

ア
タ
ル
！
』 

（
PN
：
若
年
バ
バ
ア
）
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◆外来医師一覧表◆ 平成24年1月24日～　　　
平成24年1月24日更新

診     療    科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

外　　科
診療担当医 飽田　和博 江上　　寛 松田　貞士 栗﨑　　貴 並川　和男

休　

診　
【
救
急
対
応
】

午　後 手　　術　　・　救　急　対　応

総合診療科
（外科系）

診療担当医 中野　　章 中野　　章
午　後 病　棟　回　診　・　救　急　対　応

整  形  外  科
診療担当医 塩川　　徳 井　　賢治 大多和　聡 岡元信和（非常勤） 赤城　哲哉
午　後 手　　術　　・　救　急　対　応

内　　科
診療担当医

中村　亮斉 福田　秀明 小山田直朗 中村　亮斉 小山田直朗
米良　昭彦 盛　三千孝 米良　昭彦 釆田　憲昭 福田　秀明

中村亮斉
（心エコー）

午　後 病　棟　回　診　・　救　急　対　応
神経内科 診療担当医 平原智雄（非常勤）

循環器内科 診療担当医 午　後
千年忠祐（非常勤）

午　前
泉家康宏（非常勤）

糖尿病センター 診療担当医 竹田　晴生 竹田　晴生 竹田　晴生 竹田　晴生 竹田　晴生

小  児  科 診療担当医
ＡＭ 板井　義男 村上　幹彦 板井　義男 村上　幹彦 板井　義男
ＰＭ 板井　義男 板井　義男 板井　義男 板井　義男 板井　義男

泌尿器科 診療担当医 中村　武利 中村　武利

内 視 鏡 検 査 担 当 医
ＡＭ 松田　貞士

小山田直朗
小山田直朗
栗﨑　　貴

栗﨑　　貴
飽田　和博

松田　貞士
飽田　和博

栗﨑　　貴
釆田　憲昭

ＰＭ
飽田　和博
松田　貞士
栗﨑　　貴

小山田直朗 釆田　憲昭 松田　貞士 栗﨑　　貴

健診センター 診療担当医 ＡＭ 並川和男（予約制） 並川和男（予約制） 並川和男（予約制）

リハビリテーション
ＡＭ 《受付時間》　9：00～ 11：30
ＰＭ 　　　　　 13：30～ 15：30

受付時間　【平日】8：30～12：00（但し、泌尿器科11：30まで、整形外科11：30まで）　【土・日・祝日】休診（救急対応）
　　《小児科夕診》　受付時間　月曜～金曜　14：30～16：30

新病院（宇城総合病院）の外観イメージ


